
「ゼンタングル～パターンアート～」	
千葉県立船橋古和釜高等学校	

齊藤	 春美	

授業対象	

１年１～８組（男５９人女２２人）	

１～３組（３１人）、４～６組（３０人）、７，８組（２０人）ずつ展開	

	

時配	 活動	 ポイント	

（導入）	

２時間	

鉛筆をカッターで削る。	

鉛筆で５色のグラデーションを作る練習。	

鉛筆で様々な線を描く練習。	

フリーハンドで線を描く練習。	

模様を描く練習。	

テーマの設定。	

・鉛筆の基礎的な使い方をマス

ターさせる。	

	

	

	

	

（制作）	

５時間	

画面を区切る。	

区切った形の中にテーマを連想する模様を描く。	

グラデーション５色を取り入れる。	

模様９割	

灰色もしくは黒５割	

・テーマから連想した模様を考

える。	

（鑑賞）	

１時間	

	

作品振り返りシートの記入	

自己評価	

制作意図	

クラスメイトからの感想	

工夫した点	

感想	

・作品を班員同士で鑑賞する。	

	

準備するもの	

イラストレーションボード、鉛筆２Ｂ、ティッシュ、模様の作例	

ワークシート、作品例	

	

観点別評価	

・ゼンタングルに興味を持ち、意欲的に授業へ参加しようとする。【関心・意欲・態度】	

・模様の性質を理解し、色彩豊かな作品を作ることができる。【発想・構想】	

・道具の特性を活かした使い方で、モノトーンの魅力を引き出した表現ができる。【創造的な技能】	

・自他の作品の美しさを味わうことができる。【鑑賞の能力】	

	

制作後の生徒の感想	

・黒と白の色の割合が難しかった。	

・鉛筆１本でたくさんの色を作るのが楽しかった。	

・少しずつやっていくうちにいろんなアイディアも出てきて楽しかった。	

・また自分でゼンタングルの絵を描きたい。	



	

まとめ	

	 模様だけで絵を描くということができるということを生徒に知ってもらいたかった。実際に取り

組むとテーマから考えて模様を作るという抽象的な創造に戸惑う生徒もいた。しかし、制作を進め

るうちにコツをつかみ、完成することができる生徒が多い。写実的な絵が上手いという固定概念を

崩すことができたのではないか。	

	

生徒の作品	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

「あざやかな宇宙」	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 「Time	The	Word」	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

「文化祭」	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 「空想の天体」	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

「サイエンス」	 	 	 	 	 	 	 	 「ふしぎ」	 	 	 	 	 	 	 	 	 「禁断の果実」	


